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は
じ
め
に

　

古
代
日
本
の
婚
姻
に
関
し
て
は
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
そ
の
解
明
に
困
難
を
も
た
ら
し
た
一
因
に
、
文
字
表
記
の
問
題
が
あ�

る
。
周
知
の
と
お
り
、
日
本
上
代
の
文
献
は
す
べ
て
漢
字
で
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
当
時
の
婚
姻
習
俗
に
関
す
る
記
述
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
漢
字
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
中
国
語
の
読
み
に
従
っ
て
読
ま

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
語
に
翻
訳
し
て
読
む
、
所
謂
訓

読
が
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
訓
読
を
繰
り
返
し
て
い
く
う

ち
に
、
漢
字
と
日
本
語
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が
生
じ
、
こ
こ
に
字
訓
と
い

う
も
の
が
発
達
し
た
が
、
視
覚
的
に
同
型
の
漢
字
で
も
、
日
本
語
と
中
国
語

と
で
は
意
味
の
ズ
レ
が
大
き
い
。
と
り
わ
け
婚
姻
語
彙
1

に
関
し
て
は
そ
う

で
あ
る
。
古
代
の
中
国
と
日
本
の
両
社
会
の
婚
姻
形
態
に
は
大
き
な
相
違
が

あ
り
、
中
国
型
の
婚
姻
語
彙
で
は
日
本
の
婚
姻
の
事
柄
を
十
全
に
表
現
で
き

な
い
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。
或
い
は
漢
字
を
表
音
文

字
と
し
て
日
本
語
を
記
し
、
或
い
は
漢
字
の
一
字
一
字
の
意
味
を
合
成
し
て

新
し
い
言
葉
を
作
る
。
日
本
古
代
の
婚
姻
語
彙
が
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
理

由
の
一
つ
は
、
日
本
語
系
統
の
も
の
と
、
漢
籍
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
、
さ

ら
に
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
の
混
用
に
あ
る
と
考
え
る
。
上
代
の
漢
字
文

献
、
特
に
記
紀
の
字
訓
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
漢
字
学
研
究
・
古
典
文
学

研
究
の
領
域
に
お
い
て
、
多
く
の
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
婚
姻

語
彙
に
関
す
る
言
及
は
お
お
む
ね
断
片
的
で
あ
る
。
一
方
、
民
俗
学
で
は
柳

田
國
男
・
大
間
知
篤
三
の
『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
2

が
刊
行
さ
れ
、
日
本
各
地

の
婚
姻
習
俗
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
一
冊
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
収
め
ら

れ
た
語
彙
は
嫁
入
婚
関
連
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
古
代
の
婚
姻
語
彙
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
古
代
日
本
の
婚
姻
語
彙
に
関
し
て
、

比
較
的
に
纏
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
た
の
は
、
高
群
逸
枝
、
西
村
享
、
栗
原
弘

ら
の
研
究
に
お
い
て
で
あ
る
3

。
高
群
は
古
代
日
本
の
婚
姻
形
態
の
変
遷
を

史
的
に
捉
え
た
上
で
、
婚
姻
語
彙
の
変
化
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
高

古
代
日
本
の
婚
姻
習
俗
と
漢
字
表
記
（
１
）

胡　
　
　
　
　

潔
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群
に
よ
れ
ば
、「
つ
ま
ど
ひ
」
の
語
は
奈
良
時
代
、
そ
の
後
は
専
ら
「
よ
ば

ひ
」、「
か
よ
ひ
」、「
す
み
」
等
の
語
が
用
い
ら
れ
、
平
安
期
中
期
に
な
る
と

「
婿む
こ
と取
り
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
4

。
古
代
日
本
の
各
時
期
の
婚
姻

語
彙
の
特
徴
に
関
す
る
高
群
の
指
摘
は
必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
あ

く
ま
で
も
概
観
的
な
記
述
で
、
各
時
期
の
各
作
品
の
婚
姻
語
彙
の
使
用
法
に

即
し
て
綿
密
に
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
栗
原
弘
は
婚
姻
語
彙
に

関
す
る
研
究
史
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
万
葉
時
代
の
代
表
語
は
、「
か

よ
ひ
」
で
あ
っ
て
、
高
群
の
言
う
「
つ
ま
ど
ひ
」
で
は
な
い
、
と
し
た
5

。

ま
た
視
点
は
異
な
る
が
、
西
村
享
は
平
安
時
代
を
中
心
に
「
恋
詞
」
6

を 

一
二
一
語
選
ん
で
、
幾
つ
か
の
項
目
を
分
け
て
、
当
時
の
男
女
の
交
際
の
段

階
に
応
じ
て
言
葉
を
逐
次
に
挙
げ
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。
諸
氏
の
研
究
に

お
い
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
言
及
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
関
心
の
所
在
は

和
語
型
7

に
あ
り
、
漢
字
表
記
の
問
題
は
付
随
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
日
本
と
中
国
の
婚
姻
形
態
の
相
違
に
着
目�

し
、
婚
姻
語
彙
に
お
け
る
和
型
と
漢
型
の
交
渉
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
漢
字
の
表
記
法
に
基
づ
い
て
四
つ
に
分
け
て
み
た
。
①
字
音
表
記

語
。
漢
字
の
意
で
は
な
く
、
音
を
借
り
て
日
本
語
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、『
古
事
記
』、『
万
葉
集
』、『
風
土
記
』�

に
お
い
て
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
美み

と

の

ま

ぐ

は

ひ

斗
能
麻
具
波
比
、
摩ま

加か

牟む

、
斗と

比ひ

、
志し

た

ど

ひ

多
杼
比
、
登と

ふ布
、
都つ

ま

ど

ひ

麻
杼
比
、
都つ

ま

ま

ぎ

麻
麻
岐
、
用よ

ば

ひ
婆
比
、
加か

用よ

婆は

勢せ

、

宇う

た

が

き

多
我
岐
、
加か

が

ひ
我
毗
、
加か

が

ふ
賀
布
、
与よ

ば

ひ
波
比
、
我か

よ

ひ
欲
比
、
加か

よ

は

む

欲
波
牟
、
夜よ
ば
い延
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
合
成
語
。
漢
字
の
字
単
位
の
意
味
を
合
成
し
た
も

の
で
、
中
国
語
に
は
な
い
語
彙
で
あ
る
。
例
え
ば
、
目
合
、
御
合
、
歌
垣
、

娶
誂
、
妻
問
、
嬬
問
、
嬬
言
、
孋
言
な
ど
で
あ
る
。
①
と
同
様
に
、『
古
事

記
』
と
『
万
葉
集
』
に
多
く
見
ら
れ
る
用
字
法
で
あ
る
。
③
転
用
語
。
漢

型
の
一
般
語
彙
か
ら
転
用
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
語
に
あ
る
点
で
は
②
と

異
な
る
が
、
中
国
語
に
お
い
て
は
婚
姻
と
無
縁
の
言
葉
で
あ
る
。
通
、
往

来
、
相
聞
、
嬥
歌
、
誂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
か
ら
③
の
語
彙
は
漢
語

の
発
音
も
し
く
は
部
分
的
意
味
を
利
用
し
、
中
国
語
に
な
い
日
本
的
概
念

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
既
成
語
。
漢
型
の
婚
姻
語
彙
の
借
用
で
あ
る
。

「
婚
」、「
娶
」、「
嫁
」、「
聘
（
娉
）」、「
求
婚
」、「
娉
財
」、「
成
婚
」、「
結

婚
」、「
婚
礼
」、「
媒
」、「
迎
」
な
ど
が
こ
の
類
で
あ
る
。
④
の
用
字
法
の

解
読
が
最
も
困
難
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
限
で
、
本
稿
で
は
、
①
、
②
、
③

に
つ
い
て
考
察
し
、
④
に
つ
い
て
は
続
稿
の
「
婚
姻
習
俗
と
漢
字
表
記�

（
２
）」
で
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
①
か
ら
③
に
挙
げ
ら
れ
た
語
彙

を
す
べ
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
中
で
も
上
代
の
婚
姻
習
俗

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
う
た
が
き
」、『
万
葉
集
』
の
一
部
立
名
と
し
て
用

い
ら
れ
た
「
相
聞
」、
さ
ら
に
上
代
の
結
婚
を
考
え
る
時
に
、
必
ず
言
及
さ

れ
る
「
よ
ば
ひ
」、「
つ
ま
ど
ひ
」、「
か
よ
ひ
」
な
ど
の
語
を
取
り
上
げ
て
考

察
す
る
こ
と
と
す
る
。
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古代日本の婚姻習俗と漢字表記（１）

一　
「
う
た
が
き
（
か
が
ひ
）」

　
「
う
た
が
き
（
か
が
ひ
）」
と
は
、「
成
年
に
達
し
た
男
女
が
山
上
或
い

は
部
落
の
聖
地
に
集
ま
っ
て
、
飲
食
・
歌
舞
の
後
に
性
的
解
放
を
行
う
習�

俗
」
8

で
あ
る
。
古
代
日
本
に
こ
の
習
俗
が
存
在
し
た
こ
と
は
上
代
の
文
献

の
記
述
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
習
俗
に
つ
い
て
、
従
来
民
俗

学
な
ど
に
お
い
て
主
に
そ
の
儀
礼
的
側
面
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、「
う
た

が
き
」
に
は
男
女
結
合
の
行
事
の
側
面
が
あ
り
、
歌
掛
け
は
婚
約
行
事
9

で

あ
る
以
上
、
婚
姻
習
俗
の
一
部
分
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

習
俗
は
古
代
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
雲
南
省
、
貴
洲
省
、
広
西
省
な
ど

西
南
部
に
住
む
ミ
ヤ
ウ
族
、
ヤ
オ
族
、
ト
ン
族
、
イ
族
、
チ
ワ
ン
族
の
多
く

の
民
族
の
間
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
大
林
太
良
が
中
国
南
部

か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
北
部
に
か
け
て
見
ら
れ
る
「
不
落
家
」
の
習
俗
10

と
歌
垣

の
分
布
が
重
な
っ
て
お
り
、
古
代
日
本
の
訪
婚
は
そ
の
分
布
圏
に
連
続
す
る

も
の
だ
と
し
指
摘
し
た
11

。「
不
落
家
」
と
古
代
日
本
の
訪
婚
は
夫
婦
別
居

と
い
う
点
で
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
も
の
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

現
在
で
も
歌
垣
（
中
国
で
は
「
歌
会
」・「
歌
墟
」
な
ど
と
言
う
）
が
見
ら
れ

る
中
国
西
南
部
の
民
族
で
は
、
必
ず
し
も
訪
婚
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。
し
か
し
、
確
か
に

言
え
る
の
は
、「
う
た
が
き
」
も
訪
婚
も
男
女
の
婚
前
交
渉
の
規
制
の
緩
や

か
な
社
会
に
見
ら
れ
る
習
俗
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
う
た
が
き
」
は
ま
た
「
か
が
ひ
」
と
言
い
、
上
代
の
文
献
の
漢
字
の
表

記
に
は
、「
歌
垣
」（『
古
事
記
』、『
続
日
本
紀
』）、「
歌
場
」（『
日
本
書
紀
』）、

「
嬥
歌
」（『
風
土
記
』、『
万
葉
集
』）
の
三
つ
が
あ
る
。「
歌
垣
」
は
中
国
語

と
し
て
の
用
例
は
管
見
の
限
り
で
は
な
く
、
日
本
語
の
「
う
た
」
と
「
か�

き
」
の
合
成
語
で
あ
ろ
う
。「
垣
」
は
中
国
語
で
は
、「
垣
、
墻
」、「
墻
垣
墉

也
」（『
新
撰
字
鏡
』
所
引
の
『
玉
篇
』）
で
あ
り
、
建
築
物
、
庭
、
敷
地
な

ど
を
取
り
囲
む
囲
い
を
意
味
す
る
。
日
本
の
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
「
障
也
、

加か

き支
也
」、『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
、「
垣
墻
、
和
名
賀か

き岐
」
と
あ
り
、
両
辞

書
と
も
中
国
の
辞
書
の
解
釈
を
引
用
し
な
が
ら
、
日
本
語
の
「
か
き
」
を
つ

け
て
い
る
。「
か
き
」
は
「
か
く
る
」「
か
こ
む
」
な
ど
と
系
列
を
な
す
語
で

あ
り
12

、「
人
」
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
用
例
が
『
古
事
記
』
や
『
万
葉

集
』
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
崇
神
記
に
、
倭や
ま
と
ひ
こ
の
み
こ
と

日
子
命
に
つ
い
て
、
割
注

に
「
此
王
之
時
、
始
而
於
レ
陵
立
二
人
垣
一
」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
殉
死
」

の
一
種
で
、
陵
墓
の
周
囲
に
人
を
生
き
埋
め
に
し
て
並
べ
る
こ
と
で
あ
る�

が
、「
人
垣
」
は
人
が
垣
の
よ
う
に
並
ぶ
と
い
う
意
味
か
ら
く
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
『
万
葉
集
』
に
「
垣
ほ
な
す
」
と
い
う
枕
詞
が
あ
る
。（（　

）

の
中
に
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
を
記
す
。
以
下
『
万
葉
集
』
に
関
し
て
は�

同
・
筆
者
注
）

　
　
　

垣
ほ
な
す
人
言
聞
き
て
わ
が
背
子
が
情
た
ゆ
た
ひ
逢
は
ぬ
こ
の
こ
ろ

�

（
七
一
三
・
丹
波
大
女
娘
子
）

　
　
　

垣
ほ
な
す
人
の
横
言
繁
み
か
も
逢
は
ぬ
日
数
多
く
月
の
経
ぬ
ら
む

�

（
一
七
九
三
・
田
辺
福
麿
）
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あ
り　

　
　

於
是
、
王
子
、
亦
、
歌
曰

　
　
　
　

�

潮し
ほ
せ瀬
の　

波な

を折
り
を
見
れ
ば　

遊
び
来く

る　

鮪し
び

が
端は
た
で手
に　

都つ

ま麻

立
て
り
見
ゆ

　
　

爾
、
志
毘
臣
、
愈
怒
歌
曰

　
　
　
　

�

大
君
の　

王み

こ子
の
柴し
ば
か
き垣　

八や
ふ
じ
ま

節
結
り　

結し
ま

り
廻も
と
ほ

し　

切
れ
む
柴

垣　

焼
け
む
柴
垣

　
　

爾
、
王
子
、
亦
、
歌
曰

　
　
　
　

�

大お
ふ
を魚
よ
し　

鮪し
び
つ突
く
海あ

ま人
よ　

其し

が
あ
れ
ば　

心う
ら
こ
ほ恋
し
け
む　

鮪し
び
つ突
く
鮪　

　
　

如
此
歌
而
、
闘
明
各
退
。

右
の
記
述
か
ら
「
う
た
が
き
」
の
幾
つ
か
の
要
素
が
読
み
取
れ
る
。
ま
ず
場

所
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
武
烈
紀

に
よ
れ
ば
「
海つ

ば

き

ち

柘
榴
市
」
で
あ
る
。
人
々
が
大
勢
集
ま
る
市
は
「
う
た
が

き
」
が
行
わ
れ
る
格
好
な
場
所
で
あ
る
。
次
に
歌
の
内
容
で
あ
る
。
志
毘
が

袁
祁
命
の
住
む
大
宮
や
そ
の
周
り
に
廻
ら
す
柴
垣
の
脆
さ
を
嘲
笑
す
る
の
に

対
し
、
袁
祁
命
は
志
毘
を
海
人
や
魚
に
喩
え
て
揶
揄
す
る
。
大
勢
の
聴
衆
の

前
で
挑
み
あ
う
歌
掛
け
が
歌
垣
の
基
本
形
で
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
こ
そ
異
な

る
が
、『
日
本
書
紀
』
の
武
烈
紀
に
も
相
似
し
た
記
述
が
み
え
、「
う
た
が
き
」

の
漢
字
表
記
は
「
歌
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
此
云
二
宇う

た

が

き

多
我
岐
一
」

と
い
う
注
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。「
歌
場
」
も
漢
籍
か
ら
用
例
を
見
出
す
こ

　
　
　

�

…
垣
ほ
な
す　

人
の
誂
ふ
時　

血
沼
壮
士　

菟
原
壮
士
の　

廬
屋
焼

く　

す
す
し
競
ひ　

相
結
婚
ひ　

し
け
る
時
は
…

�

（
一
八
〇
九
・
高
橋
虫
麿
）

　
　
　

垣
ほ
な
す
人
は
言
へ
ど
も
高
麗
錦
紐
解
き
開
け
し
君
に
あ
ら
な
く
に

�

（
二
四
〇
五
）

　
「
垣
ほ
な
す
」
は
「
人
」
の
枕
詞
に
な
っ
て
お
り
、
人
言
ま
た
は
人
の
多

さ
の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
う
た
が
き
」
も
恐
ら
く
歌
と
遊
び

に
集
ま
っ
て
く
る
人
々
の
多
さ
を
形
容
す
る
語
で
あ
ろ
う
。「
歌
垣
」
の
表

記
の
初
見
は
『
古
事
記
』
で
あ
る
。
清
寧
記
に
、
大
魚
と
い
う
乙
女
を
め

ぐ
っ
て
袁
祁
命
（
後
の
顕
宗
天
皇
）
と
志
毘
臣
の
間
で
妻
争
い
の
歌
が
交
わ

さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。（
歌
に
関
し
て
は
、
読
み
下
し
文
を
採
用
す
る
が
、

本
稿
が
問
題
に
し
て
い
る
言
葉
は
原
文
の
表
記
を
し
、
か
な
で
ル
ビ
を
ふ�

る
。
以
下
同
・
筆
者
注
）

　
　

�

故
、将
レ
治
二
天
下
一
之
間
、平
群
臣
之
祖
、名
志
毘
臣
、立
二
于
歌
垣
一
、

取
二
其
袁
祁
命
将
レ
婚
之
美
人
手
一
。
其
娘
子
者
、
菟
田
首
等
之
女
、

名
大
魚
也
。
爾
、
袁
祁
命
、
亦
立
二
歌
垣
一
。
於
是
、
志
毘
臣
歌
曰

　
　
　
　

大お
ほ
み
や宮
の　

彼を
と

つ
端は
た
で手　

隅す
み

傾か
た
ぶ

け
り　

　
　

如
此
歌
而
、
乞
二
其
歌
末
一
之
時
、
袁
祁
命
歌
曰

　
　
　
　

大お
ほ
た
く
み匠　

拙を
ぢ
な劣
み
こ
そ　

隅す
み

傾か
た
ぶ

け
れ　

　
　

爾
、
志
毘
臣
、
亦
、
歌
曰

　
　
　
　

�

大お
ほ
き
み君
の　

心
を
緩ゆ
ら

み　

臣お
み

の
子
の　

八や

へ重
の
柴し
ば
か
き垣　

入い

り
立た

た
ず
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首
は
並
に
是
れ
古
詩
な
り
。
復
煩
し
く
は
載
せ
ず
。
時
に
、
五
位
已

上
と
内
舎
人
と
女
孺
と
に
詔
し
て
、
亦
そ
の
歌
垣
の
中
に
列
ら
し
む
。

歌
、
数
闋
訖
り
て
、
河
内
大
夫
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
雄
田
麻
呂
已
下
、

和
儛
を
奏
る
。
六
氏
の
歌
垣
の
人
に
、
商
布
二
千
段
、
綿
五
十
屯
を�

賜
ふ
。

右
の
二
つ
の
記
録
内
容
を
総
合
す
る
と
、
宮
廷
で
催
さ
れ
た
「
歌
垣
」
は
、

特
定
の
男
女
が
多
数
参
加
し
、
相
並
べ
て
列
を
な
し
、
前
へ
進
み
な
が
ら
古

曲
を
歌
い
、
歌
の
節
に
合
わ
せ
て
袂
を
挙
げ
る
し
ぐ
さ
を
す
る
。
官
人
も
参

加
し
、
行
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
参
加
者
に
禄
な
ど
が
与
え
ら
れ
る
、
と�

い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
民
間
に
見
ら
れ
る
「
う
た
が
き
」
で
は
な
く
、
宮

廷
化
し
た
一
行
事
で
あ
る
。

　

一
方
、『
風
土
記
』
や
『
万
葉
集
』
に
は
民
間
で
行
わ
れ
た
「
う
た
が
き
」

が
書
か
れ
て
い
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
条
に

　
　

�（
軽
野
）
以
南
、
童
子
女
松
原
。
古
有
二
年
少
僮
子
一
俗
云
二
加
味
乃
乎
止

古
加
味
乃
乎
止
売
一　

男

称
二
那な
か
の賀
寒さ
む
た田
之の
い
ら
つ
こ

郎
子
一
、
女
号
二
海う
な
か
み
の
あ
ぜ
の
い
ら
つ
め

上
安
是
之
嬢
子
一
。
並
形
容
端�

正
、
光
二
華
郷
里
一
、
相
二
聞
名
声
一
、
同
二
存
望
念
一
、
自
愛
心
熾
、

経
レ
月
累
レ
日
、
嬥
歌
之
会 

俗
云
二
宇
太
我
岐
一
又

云
二
加
我
毗
一
也
。

邂
逅
相
遇
、
于
レ
時
、
郎
子

歌
曰

　
　
　
　

�

い
や
ぜ
る
の　

安あ

ぜ是
の
小こ
ま
つ松
に　

木ゆ

ふ

し
綿
垂
で
て　

吾わ

を
振ふ

り
見み

ゆ

も 　

安
是
小
島
は
も

　
　

嬢
子
報
歌
曰

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
比
較
的
に
分
か
り
や
す
い
。
漢
語
表
現
の
規
範
を
重

要
視
す
る
書
紀
の
編
者
が
わ
ざ
わ
ざ
字
音
で
注
を
付
け
る
こ
と
か
ら
、
漢
籍

に
は
適
切
な
語
彙
が
見
つ
か
ら
ず
、
意
訳
と
字
音
表
記
を
つ
け
る
し
か
手
段

は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
降
の
文
献
に
は
「
歌
場
」
の

表
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
書
紀
の
用
字
法
は
根
付
か
な
か
っ
た
と
察

せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
歌
垣
」
は
八
世
紀
末
に
成
立
し
た
『
続
日
本�

紀
』
に
も
用
い
ら
れ
、
定
着
を
見
せ
て
い
る
。
天
平
六
年
（
七
三
四
年
）
二

月
条
に
「（
聖
武
）
天
皇
、
朱
雀
門
に
御
し
て
歌
垣
を
覧
す
」
と
あ
り
、
男

女
二
百
四
十
余
人
、
五
品
以
上
の
「
風
流
者
」
も
交
わ
っ
て
歌
舞
す
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

�

正
四
位
下
長
田
王
、
従
四
位
下
栗
栖
王
・
門
部
王
、
従
五
位
下
野
中
王

等
を
頭
と
す
。
本
末
を
以
て
唱
和
し
、
難
波
曲
・
倭
部
曲
・
浅
茅
原�

曲
・
広
瀬
曲
・
八
裳
刺
曲
の
音
を
為
す
。
都
の
中
の
士
女
を
し
て
縦
に

覧
せ
し
む
。
歓
を
極
め
て
罷
む
。
歌
垣
を
奉
れ
る
男
女
ら
に
禄
賜
ふ
こ

と
差
有
り
。

さ
ら
に
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
年
）
三
月
条
に
は
詳
し
い
歌
垣
の
様
子
が
記
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
葛
井
、
舩
、
津
、
文
、
武
生
、
藏
の
六
氏
か
ら
男
女

二
百
三
十
人
が
参
加
し
た
と
あ
る
。

　
　

�

男
女
相
並
び
、
行
を
分
け
て
徐
に
進
む
。
歌
ひ
て
曰
く
、
乎を

と

め

ら

に

止
賣
良
尒 

�

乎を

と

こ

た

ち

そ

ひ

止
古
多
智
蘓
比　

布ふ

み

な

ら

す

美
奈
良
須　

尓に

し

の

み

や

こ

は

詩
乃
美
夜
古
波　

與よ

吕ろ

豆ず

乃の

美み

夜や

（
中
略
）
歌
の
曲
折
毎
に
、
袂
を
挙
げ
て
節
を
為
す
。
そ
の
餘
の
四
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�

潮
に
は　

立
た
む
と
言
へ
ど　

汝
夫
の
子
が　

八や

そ十
島し
ま

隠が
く

り　

吾わ

を
見
さ
走ば
し

り

　
　

�
便
欲
二
相
語
一
、
恐
二
人
知
一
之
、
避
レ
自
二
遊
場
一
、
蔭
二
松
下
一
、

携
レ
手
促
レ
膝
、
陳
レ
懐
吐
レ
憤
（
中
略
）
天
暁
日
明
、
爰
僮
子
等
、

不
レ
知
レ
所
レ
為
、
遂
愧
二
人
見
一
、
化
二
成
松
樹
一
…

童
子
女
松
原
の
由
来
を
語
る
文
脈
の
中
に
出
て
く
る
「
嬥
歌
之
会
」
で
あ
る

が
、
そ
の
注
に
も
「
宇う

た

が

き

太
我
岐
」、「
加か

が

ひ
我
毗
」
の
二
つ
の
発
音
が
記
さ
れ

て
い
る
。
寒
田
之
郎
子
と
安
是
之
嬢
子
は
「
相
二
聞
名
声
一
同
二
存
望
念
一
」

の
仲
で
あ
り
、
比
較
的
に
近
い
村
落
に
住
む
男
女
で
あ
る
。「
う
た
が
き
」

で
邂
逅
し
、
歌
に
よ
る
や
り
と
り
を
行
っ
た
後
、
人
に
隠
れ
て
松
林
に
入
っ

た
、
と
い
う
二
人
の
邂
逅
と
交
際
は
、
中
国
西
南
部
の
「
歌
墟
」
と
酷
似
し

て
い
る
。
清
朝
の
学
者
趙
翼
の
『
簷
曝
雑
記
』
の
「
辺
郡
風
俗
」
に
、
粤
西

（
今
の
広
西
省
地
区
）、
滇
黔
（
今
の
雲
南
省
、
貴
州
省
）
地
区
の
風
俗
習
慣

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

�

粤
西
土
民
及
滇
、
黔
苗
、
猓
之
風
俗
、
大
概
皆
淳
朴
。
惟
男
女
之
事
不

甚
有
別
。
毎
春
月
趁
墟
唱
歌
、
男
女
各
坐
一
辺
、
其
歌
皆
男
女
相
悦
之

詞
。（
中
略
）
若
両
相
悦
、
則
歌
畢
輒
携
手
就
酒
棚
、
並
坐
而
飲
、
彼

此
各
贈
物
以
定
情
、
訂
期
相
会
、
甚
有
酒
後
即
潜
入
山
洞
中
相
昵
者
。

春
に
行
わ
れ
る
こ
の
「
歌
墟
」
に
お
い
て
も
男
女
が
歌
を
交
わ
し
、
互
い
に

気
に
入
っ
た
男
女
は
贈
り
物
を
交
換
し
、
中
で
も
即
男
女
関
係
を
持
つ
者
も

い
る
。
寒
田
之
郎
子
と
安
是
之
嬢
子
の
交
わ
し
た
歌
も
「
相
悦
之
詞
」
で
あ

る
が
、
競
争
的
で
あ
る
。
郎
子
か
ら
「
安
是
の
乙
女
が
私
に
向
か
っ
て
手
を

振
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
」
と
歌
い
か
け
、
そ
れ
に
応
じ
て
嬢
子
は
、「
あ

な
た
こ
そ
私
を
見
て
走
っ
て
く
る
」
と
切
り
返
す
。
記
紀
に
み
え
る
妻
争
い

の
歌
掛
け
の
よ
う
な
険
悪
な
も
の
で
は
な
い
が
、
相
手
が
自
分
に
惚
れ
て
い

る
と
戯
れ
あ
う
内
容
で
あ
り
、
歌
で
挑
み
あ
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
ま

た
『
万
葉
集
』
巻
九
に
高
橋
虫
麿
の
長
歌
が
み
え
る
。

　
　

�

鷲わ
し

の
住
む　

筑つ
く
ば波
の
山
の　

裳も

は

き

つ

羽
服
津
の　

そ
の
津
の
上
に　

率あ
ど
も

ひ

て　

未を
と
め
を
と
こ

通
女
壮
士
の　

行
き
集つ
ど

ひ　

か
が
ふ
嬥か

が
ひ歌

に　

人ひ
と
づ
ま妻
に　

吾あ

も
交ま
じ

は
ら
む　

あ
が
妻
に　

他ひ
と

も
言こ
と
ど問
へ　

こ
の
山
を　

領う
し
は

く
神
の 

昔
よ
り　

禁い
さ

め
ぬ
行わ

ざ事
ぞ　

今
日
の
み
は　

め
ぐ
し
も
な
見
そ　

言こ
と

も

咎と
が

む
な　
嬥
謌
者
東
俗

語
曰 

賀
我
比  �

（
一
七
五
九
）

筑
波
山
の
「
う
た
が
き
」
も
「
嬥
歌
」
と
い
う
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ

く
字
音
表
記
の
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
集
っ
て
き
た
男
女
に
は
、

未
婚
者
も
い
れ
ば
、
既
婚
者
も
い
る
。
先
に
み
た
『
簷
曝
雑
記
』
の
「
辺
郡

風
俗
」
に
も
酷
似
し
た
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

当
墟
場
唱
歌
時
、
諸
婦
女
雑
坐
。
凡
遊
客
素
不
相
識
者
、
皆
可
與
之
嘲

弄
、
甚
而
相
偎
抱
亦
所
不
禁
。
並
有
夫
妻
同
在
墟
場
、
夫
見
妻
為
人
所

調
笑
、
不
嗔
而
反
喜
者
、
謂
妻
美
能
使
人
悦
也
、
否
則
或
帰
而
相
詬
焉
。

　

歌
墟
に
も
既
婚
女
性
が
参
加
し
て
い
る
。
夫
婦
が
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と

も
あ
り
、
妻
が
人
と
戯
れ
合
っ
て
も
夫
が
怒
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
喜�

ぶ
、
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
の
「
う
た
が
き
」
に
つ
い
て
、
風
土
記
や

二

一
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が
聞
こ
え
る
ほ
ど
）
至
近
距
離
に
あ
る
こ
と
で
、
も
う
一
つ
は
、
互
い
に
消

息
を
交
わ
す
、
通
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
と
も
恋
歌
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
一
方
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、「
相
聞
」
は
、「
雑
歌
」、「
挽
歌
」
と

と
も
に
『
万
葉
集
』
の
三
大
部
類
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
恋
歌
の
部
立
名

に
な
っ
て
い
る
17

。
こ
こ
で
は
こ
の
部
立
名
の
選
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

　

ま
ず
『
万
葉
集
』
の
「
相
聞
」
の
出
典
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
ら
れ

た
出
典
は
お
よ
そ
次
の
三
つ
で
あ
る

①
『
文
選
』
四
十
二
に
曹
植
が
呉
季
重
に
送
っ
た
書
簡
中
の
語
「
適
對
嘉�

賓
，
口
授
不
悉
。
往
來
數
相
聞
」
か
ら
く
る
も
の
（『
万
葉
集
古
義
』
鹿

持
雅
澄
、
国
書
刊
行
会
、
一
八
九
八
年
）

②
『
文
選
』
李
善
注
「
聞
は
問
な
り
」
相
聞
は
「
相
問
」
聞
の
異
本
の
表
現

で
あ
る
。（
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
考
叢
』
宝
文
館
、
一
九
五
五
年
）

③
晋
陸
雲
「
行
矣
愛
徳
、
往
来
相
聞
」
の
文
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。（
伊

藤
博
『
万
葉
集
相
聞
の
世
界
』
塙
書
店
、
一
九
五
九
年
）

も
っ
と
も
山
田
氏
も
伊
藤
氏
も
出
典
は
一
つ
に
限
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
強

調
し
て
お
り
、
筆
者
も
編
者
が
幾
つ
か
の
中
国
語
の
用
例
か
ら
な
ん
ら
か
の

共
通
点
を
見
出
し
て
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
右
に
挙
げ
ら
れ
た

三
つ
の
出
典
の
共
通
点
と
い
え
ば
、
離
れ
た
者
同
士
が
消
息
を
交
わ
し
、
相

手
の
状
況
を
伺
い
、
情
報
を
交
換
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
博

に
よ
る
と
、「
往
来
」
と
「
相
聞
」
と
を
複
合
さ
せ
る
こ
と
は
六
朝
時
代
か

『
万
葉
集
』
で
は
「
嬥
歌
」
と
記
し
て
い
る
。「
嬥
歌
」
の
出
典
に
つ
い
て
、

井
上
通
泰
は
中
国
六
朝
時
代
の
『
文
選
』
に
あ
る
左
思
の
「
魏
都
賦
」
に
「
或

明
発
而
嬥
歌
、
或
浮
泳
而
卒
歳
」
を
挙
げ
て
お
り
13

、
小
島
憲
之
は
さ
ら
に

李
賢
注
「
巴
土
人
歌
也
、
何
晏
曰
、
巴
子
謳
歌
、
相
牽
連
、
連
レ
手
而
跳
歌

也
」
を
挙
げ
て
い
る
14

。「
巴
」
は
中
国
西
南
部
の
一
地
方
を
指
す
の
で
、�

「
嬥
歌
」
は
辺
地
の
風
俗
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
が
明
瞭
に
示

し
て
い
る
。
風
土
記
の
編
者
や
高
橋
虫
麿
は
『
古
事
記
』
に
あ
る
「
歌
垣
」

を
採
用
せ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
『
文
選
』
に
あ
る
「
嬥
歌
」
を
用
い
た
の
は
、
恐

ら
く
一
地
方
の
習
俗
、
民
間
の
習
俗
、
と
い
う
意
味
を
表
そ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
か
。
要
す
る
に
、「
歌
垣
」
は
王
権
に
関
わ
る
物
語
や
宮
廷
の
行
事
、

言
わ
ば
中
央
・
公
的
の
文
脈
に
用
い
ら
れ
、「
嬥
歌
」
は
民
間
の
古
来
の
風

習
を
記
述
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
使
い
分
け
に
は
、
王
権
・
中
央
に

対
す
る
民
間
・
地
方
と
い
う
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二　
「
相
聞
」・「
往
来
」

　
「
相
聞
」
は
中
国
語
の
語
彙
で
あ
る
。「
隣
国
相
望
、
鶏
犬
之
声
相
聞
。
民

至
老
死
、
不
相
往
来
」
15

と
い
う
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
「
相
聞
」
は
、
相
手

の
村
や
家
の
家
畜
の
な
き
声
が
互
い
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
距
離
が
近
い
こ
と
を

言
う
。
ま
た
「
自
今
以
後
、
手
書
相
聞
、
勿
用
傍
人
解
構
之
言
」
16

に
あ
る

「
相
聞
」
は
、
手
紙
、
消
息
を
交
わ
す
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、�

「
相
聞
」
に
は
お
よ
そ
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、（
互
い
に
声
な
ど
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ら
の
慣
用
で
あ
り
、
万
葉
の
「
相
聞
往
来
」
は
恐
ら
く
そ
の
慣
用
に
影
響
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
相
聞
」
の
み
な
ら
ず
、「
往
来
」
の
語
に
も
注
目
し

た
の
は
慧
眼
で
あ
る
が
、「
相
聞
往
来
」
と
恋
歌
の
関
係
性
は
必
ず
し
も
明

白
に
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
「
相
聞
往
来
」
の
持
つ
「
交
通
性
」
と
「
応

酬
性
」
に
注
目
し
た
い
。
何
故
な
ら
、
訪
婚
は
男
女
が
別
別
に
住
む
居
住
形

態
な
の
で
、
婚
姻
関
係
を
維
持
す
る
の
に
、
男
女
間
の
消
息
の
往
来
や
男
性

の
空
間
移
動
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
目
録
に
、「
相
聞
往�

来
」
と
い
う
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
巻
十
一
、
十
二
の
目
録
に
は
「
古
今
の

相
聞
往
来
の
歌
の
類
」
の
上
と
下
に
な
っ
て
お
り
、
巻
十
四
の
目
録
に
は
、

遠
江
国
、
駿
河
国
、
伊
豆
国
、
相
模
国
、
武
蔵
国
、
上
総
国
、
下
総
国
、
常

陸
国
、
信
濃
国
、
上
野
国
、
下
野
国
、
陸
奥
国
の
十
二
カ
国
の
「
相
聞
往
来
」

が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
他
に
「
未
レ
勘
国
相
聞
往
来
歌
百
十
二
首
」
も
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
「
相
聞
往
来
」
は
歌
の
一
つ
の
類
型
と
見
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
は
「
相
聞
往
来
」
で
あ
る
か
。
遠

江
国
の
二
首
挙
げ
て
お
く
。

　
　

�

あ
ら
た
ま
の
伎き

へ倍
の
林
に
汝な

を
立
て
て
行
き
か
つ
ま
し
じ
眠い

を
先さ
き
だ立
た

ね�

（
三
三
五
三
） 

　
　

�

伎き
へ
ひ
と

倍
人
の
斑ま
だ
ら
ぶ
す
ま衾
に
綿
さ
は
だ
入
り
な
ま
し
も
の
妹
が
小を
ど
こ床
に

�

（
三
三
五
四
）

二
首
と
も
男
の
歌
で
あ
る
。
三
三
五
三
番
歌
は
、「
伎
倍
の
林
に
お
ま
え
を

立
た
せ
て
（
待
た
せ
て
）
い
な
が
ら
、
今
夜
は
行
け
そ
う
も
な
い
。
先
に
寝

て
く
だ
さ
い
」
の
意
で
、
三
三
五
四
番
歌
は
、「
入
り
た
か
っ
た
の
に
、
妹

の
床
へ
」
の
意
で
あ
る
。
女
性
の
と
こ
ろ
へ
い
け
な
い
時
に
、
待
っ
て
い
る

女
性
の
気
持
を
配
慮
し
て
詠
ん
だ
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　

わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
り
て
ま
つ
し
だ
す
足
柄
山
の
杉
の
木
の
間
か

�

（
三
三
六
三
）

　
　

足
柄
の
箱
根
の
山
に
粟
蒔
き
て
実
と
は
な
れ
る
を
逢
は
な
く
も
あ
や
し

�

（
三
三
六
四
）

右
の
二
首
は
女
の
歌
で
あ
る
。
三
三
六
三
番
歌
は
、
夫
を
大
和
へ
送
り
だ
し

た
後
、
再
び
訪
ね
て
く
る
の
を
待
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女
性
の
心
情

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
三
三
六
四
番
歌
は
、
箱
根
の
山
に
栗
が
蒔
い
て

実
っ
た
よ
う
に
、
私
の
恋
は
成
就
し
た
の
に
、
今
日
は
相
手
が
来
な
い
（
逢

え
な
い
）
の
が
お
か
し
い
と
い
う
意
で
、
相
手
の
来
訪
を
催
促
す
る
歌
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
「
相
聞
往
来
」
の
歌
は
訪
婚
社
会
の
男
女
の
、
非
常
に
具
体

的
で
、
実
用
的
な
相
互
連
絡
で
あ
る
。
今
で
い
う
と
手
紙
に
当
た
る
も
の
で

あ
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
使つ
か
ひ

」
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
男
性
本
人

の
通
い
か
、
使つ
か
ひ

が
行
き
来
す
る
か
の
「
往
来
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
常
性
、
実
用
性
と
空
間
的
の
往
来
の
意
味
を
響
か
せ
た
「
相
聞
往�

来
」
が
複
合
語
と
し
て
受
容
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。「
往
来
」
は
実
際
人

間
の
空
間
移
動
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
こ
こ
で
は
訪
婚
に
よ
る
男
性
（
ま
た

は
そ
の
使
）
の
空
間
移
動
を
意
識
し
た
言
葉
で
あ
る
。「
相
聞
往
来
」
の
用

例
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
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大
伴
宿
祢
家
持
贈
二
坂
上
家
大
嬢
一
謌
二
首

　
　

忘
れ
草ぐ
さ

わ
が
下
紐
に
着つ

け
た
れ
ど
醜し
こ

の
醜し
こ
く
さ草
言こ
と

に
し
あ
り
け
り

�

（
七
二
七
）

こ
れ
は
、
大
伴
家
持
が
坂
上
大
嬢
に
送
っ
た
歌
二
首
の
中
の
一
首
で
、
あ
な

た
を
恋
す
る
恋
の
苦
し
み
を
忘
れ
よ
う
と
思
っ
て
忘
れ
草
を
下
紐
に
着
け
た

け
れ
ど
も
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
馬
鹿
草
め
、
言
葉
ば
か
り
だ
っ
た
。
あ

な
た
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
題
詞
の
割

注
に
あ
る
「
離
絶
」
は
、
離
婚
の
意
で
は
な
く
、
日
本
語
の
「
サ
カ
ル
」
と�

「
タ
ユ
」
の
複
合
語
で
は
な
い
か
。「
サ
カ
ル
」
は
、
と
お
ざ
か
る
、
離
れ
る

と
い
う
意
で
、「
タ
ユ
」
は
、
途
絶
え
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
後
続
の
「
復

会
」
の
「
会
」
は
日
本
語
の
「
あ
ふ
」
で
、
対
面
は
原
義
で
あ
る
が
、
婚
姻

用
語
と
し
て
は
男
女
の
逢
瀬
を
意
味
す
る
。
割
注
か
ら
、
数
年
途
絶
え
た
男

が
再
び
女
性
の
許
へ
通
い
始
め
、
関
係
を
再
開
し
た
、
と
い
う
状
況
が
読

み
取
れ
る
。
こ
こ
の
「
相
聞
往
来
」
は
、
二
人
の
間
で
行
わ
れ
る
消
息
の

や
り
取
り
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
男
性
の
、
女
性
の
許
へ
通
う
行
動
そ

の
も
の
を
も
指
し
て
い
る
。「
往
来
」
は
消
息
と
男
性
本
人
の
訪
婚
の
往
復

を
意
味
す
る
こ
と
は
、
律
令
に
関
す
る
注
釈
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

日
本
令
の
戸
令
に
結
婚
の
成
立
を
規
定
す
る
条
文
に
あ
る
「
凡
結
婚
已
定
、�

無
レ
故
三
月
不
レ
成
、
及
逃
亡
一
月
不
レ
還
。
若
没
二
落
外
藩
一
。
一
年
不

レ
還
。
及
犯
二
罪
徒
罪
以
上
一
。
女
家
欲
レ
離
者
。
聴
之
」
と
い
う
文
言

に
あ
る
「
無
レ
故
三
月
不
レ
成
」
に
つ
い
て
、
諸
注
で
は
「
男
夫
無
二
障�

故
一
不
レ
来
也
」（
古
記
）
と
説
明
し
て
お
り
、
婚
約
解
消
の
条
件
と
し
て
、

「
若
夫
婦
在
二
同
里
一
、
而
不
二
相
往
来
一
者
。
即
比
二
無
レ
故
三
月
不
成
一レ�

離
也
」（
義
解
）
と
か
「
在
二
同
里
一
不
二
相
通
一
者
、
比
二
已
成
逃
亡
之
法

一
合
レ
離
」（
跡
記
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
往
来
」
は
実
際

男
性
の
通
い
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
訪
婚
の
持
つ
交
通
性

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
恋
歌
を
総
べ
る
部
立
て
に
「
相
聞
往
来
」
を
選
定
し

た
撰
者
の
意
図
も
お
の
ず
か
ら
了
解
さ
れ
よ
う
。

 

三　
「
よ
ば
ふ
・
よ
ば
ひ
」

　
「
よ
ば
ふ
」
は
、「
呼
ぶ
」
を
語
源
と
す
る
語
で
18

、「
よ
ば
ひ
」
は
そ

の
名
詞
形
で
あ
る
。
字
音
文
字
に
は
「
用
婆
比
」（『
古
事
記
』）、「
夜
延
」�

（『
万
葉
集
』）、「
與
波
不
」（『
日
本
霊
異
記
』）
な
ど
が
あ
る
。『
古
事
記
』

に
八
千
矛
神
の
求
婚
歌
が
み
え
る
。

　
　

�

八や
ち
ほ
こ

千
矛
の　

神
の
命み
こ
と

は　

八や
し
ま
く
に

島
国　

妻
枕ま

き
か
ね
て
（
都つ

ま

ま

き

か

麻
麻
岐
迦

泥ね

て弖
）　

遠と
ほ
と
ほ遠
し　

高こ

し志
の
国
に　

賢さ
か

し
女め

を　

有
り
と
聞
か
し
て 

麗く
は

し
女め

を　

有
り
と
聞
こ
し
て　

さ
よ
ば
ひ
に
（
佐さ

よ

ば

ひ

に

用
婆
比
邇
）　

あ

り
立
た
し　

よ
ば
ひ
に
（
用よ

ば

ひ

に

婆
比
邇
）　

あ
り
通か
よ

は
せ
（
阿あ

り

か

よ

は

理
加
用
婆

勢せ

）
…

八
矛
神
の
神
が
国
中
に
妻
を
求
め
か
ね
て
い
た
が
、
遠
い
越
（
高
志
）
の
国

に
聡
明
で
美
し
い
女
性
が
い
る
と
聞
い
て
、
求
婚
し
に
き
た
、
と
い
う
内
容

の
歌
で
あ
る
が
、
求
婚
行
為
は
「
よ
ば
ひ
」
と
い
う
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。�

離
絶
数
年
、
復

会
相
聞
往
来



（10）

言語文化論集　第XXXⅤⅠ巻　第 1号

歌
の
中
に
あ
る
「
あ
り
た
た
し
」
と
は
、
そ
の
戸
の
前
に
ず
っ
と
立
ち
続
け

る
こ
と
で
、「
あ
り
か
よ
は
せ
」
は
女
性
の
と
こ
ろ
へ
通
い
続
け
る
こ
と
を

言
う
。
求
婚
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
平

安
時
代
の
『
竹
取
物
語
』
に
登
場
す
る
、
か
ぐ
や
ひ
め
の
求
婚
者
た
ち
は
、�

「
日
暮く

る
る
ほ
ど
、
例れ
い

の
集
ま
り
ぬ
。
あ
る
い
は
笛ふ
え

を
吹
き
、
あ
る
い
は
歌う
た

を
う
た
ひ
、
あ
る
い
は
声し
ょ
う
が歌
を
し
、
あ
る
ひ
は
嘯う
そ

ぶ
き
、
扇あ
ふ
ぎ

を
鳴
ら
し
な

ど
す
る
」
と
あ
る
。
相
手
を
呼
ぶ
、
と
い
う
の
が
「
よ
ば
ひ
」
の
原
義
で
あ

ろ
う
。
声
や
音
楽
で
求
愛
を
す
る
こ
と
は
相
手
を
呼
ぶ
こ
と
に
繋
が
る
の

で
、
相
手
が
応
じ
て
く
れ
る
ま
で
呼
び
続
け
る
こ
と
が
「
よ
ば
ふ
」
で
あ�

る
。
こ
れ
も
な
ぜ
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
「
よ
ば
ひ
」
を
「
求
婚
」
を

意
味
す
る
言
葉
と
し
て
認
定
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
語
は
求
婚

の
意
味
の
み
な
ら
ず
、
結
婚
後
の
、
男
性
の
訪
問
（
＝
通
い
）
の
行
動
に
も

用
い
ら
れ
る
。

　
　

�

隠こ
も
り
く口
の　

泊は
つ
せ瀬
小
国
に　

よ
ば
ひ
為せ

す
（
夜
延
）　

わ
が
天す
め
ろ
き皇
よ 

奥お
く
と
こ床
に　

母
は
寝
た
り　

外と
と
こ床
に　

父
は
寝
た
り　

起
き
立
た
ば　

母

知
り
ぬ
べ
し　

出
で
行
か
ば　

父
知
り
ぬ
べ
し
…�

（
三
三
一
二
）

泊
瀬
の
国
に
私
を
訪
ね
て
き
た
す
め
ろ
き
よ
、
奥
の
と
こ
に
母
が
寝
て
お�

り
、
外
側
の
床
に
父
が
寝
て
い
ま
す
。
私
が
起
き
立
っ
た
ら
ば
、
母
が
気
づ

く
で
し
ょ
う
。
出
て
行
っ
た
ら
ば
、
父
が
気
づ
く
で
し
ょ
う
、
と
い
う
意
の

歌
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
よ
ば
ひ
せ
す
」
は
求
婚
行
為
で
は
な
く
、
男
性
が
実

際
女
性
の
許
へ
通
っ
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
中
国
西
南
部
に
住
む
モ
ソ
族
に

も
類
似
し
た
歌
が
あ
る
。

 

（
男
）
妹
よ
、
私
は
来
た
。
今
宵
来
る
と
約
束
し
た
か
ら
だ
。
早
く
戸
を
あ

け
て
く
れ
。

 

（
女
）
兄
よ
。
今
は
来
な
い
で
。
小
鳥
は
ま
だ
木
の
上
の
巣
に
戻
っ
て
い
な

い
、
月
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

 

（
男
）
妹
よ
、
私
は
来
た
。
外
に
は
蚊
が
多
く
、
刺
さ
れ
て
た
ま
ら�

な
い
。

 

（
女
）
兄
よ
。
今
は
来
な
い
で
。
囲
炉
裏
の
火
は
ま
だ
消
え
て
い
な
い
、
お

婆
様
は
ま
だ
寝
て
い
な
い
。

 

（
男
）
妹
よ
、
私
は
来
た
。
毛
皮
の
服
が
短
く
て
、
寒
く
て
た
ま
ら
な
い
。

 

（
女
）
兄
よ
、
今
は
来
な
い
で
。
入
り
た
け
れ
ば
、
戸
は
さ
し
て
い
な�

い
。
音
を
出
さ
な
い
で
。

 

（
男
）
妹
よ
、
私
は
来
た
。
野
良
犬
が
怖
く
て
、
噛
み
付
か
れ
て
痛
く
て
た

ま
ら
な
い
。

 

（
女
）
兄
よ
、
今
は
来
な
い
で
。
松
明
の
火
を
消
し
た
が
、
ま
だ
完
全
に
消

え
て
い
な
い
。

 

（
男
）
妹
よ
、
早
く
戸
を
あ
け
て
く
れ
、
家
の
梁
の
上
に
子
夜
の
雄
鶏
が
今

に
も
鳴
き
そ
う
だ

 
（
女
）
兄
よ
。
入
り
な
さ
い
。
こ
っ
そ
り
入
っ
て
、
音
を
出
さ
な
い
で
19

。

こ
れ
も
男
性
が
女
性
の
家
の
前
で
交
わ
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。
夜
は
訪
れ
、
朝

は
離
れ
る
と
い
う
訪
婚
に
お
い
て
、
男
女
の
逢
瀬
は
秘
密
裏
に
行
う
こ
と
が
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重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
通
っ
て
く
る
男
性
は
な
ん
ら
か
の
方
法
で
自
分
の
到

着
を
妻
に
知
ら
せ
て
、
妻
の
家
族
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
入
る
。
モ
ソ
人
社

会
に
お
い
て
も
男
女
間
の
自
由
な
交
渉
が
行
わ
れ
、
本
人
同
士
は
気
が
あ

え
ば
訪
婚
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
よ
ば
ひ
」
を
「
求
婚
」
の
意
味
に
限

定
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
当
時
の
結
婚
形
態
か
ら
考
え

て
、
求
婚
、
男
女
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
流
れ
の
中
で
こ
の
語
の
位
相
を
見
極

め
る
べ
き
で
あ
る
。「
よ
ば
ひ
」
と
い
う
語
は
女
性
に
な
ん
ら
か
の
方
法
で

自
分
の
意
中
を
伝
え
た
り
、
ま
た
自
分
の
到
着
を
知
ら
せ
た
り
す
る
意
の
語

で
あ
る
が
、
求
婚
で
あ
る
か
、
訪
婚
で
あ
る
か
は
男
女
二
人
の
関
係
の
段
階

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
の
意
味
で
は
、「
過
去
に
性
関
係
が
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
男
性
が
女
性
の
許
へ
セ
ッ
ク
ス
を
求
め
て
い
く
行
為
」
20

と
す

る
栗
原
弘
の
説
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
よ
ば
ひ
」
に
宛
て
ら
れ
る
漢
字
を
見

る
と
、『
古
事
記
』
で
は
「
佐さ

よ

ば

ひ

に

用
婆
比
爾
」、『
万
葉
集
』
で
は
「
娉
」、「
結

婚
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
聘
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
「
よ
ば

ふ
・
よ
ば
ひ
」
は
「
よ
ぶ
」
と
い
う
口
頭
に
よ
る
伝
達
を
意
味
す
る
こ
と

を
語
源
と
す
る
の
に
対
し
、「
聘
」
は
「
時
聘
曰
問
」（『
周
礼
』）
と
あ
り
、

「
問
」
と
互
訓
す
る
言
葉
で
、
礼
節
を
以
っ
て
相
手
を
尋
ね
る
ま
た
は
相
手

を
招
く
な
ど
の
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
婚
姻
語
彙
と
し
て
の
「
聘
」
に�

は
、
正
式
に
女
性
側
に
求
婚
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
ら
迎
え
る
と
い
う
礼
儀

的
な
意
味
が
あ
る
。「
よ
ば
ひ
」
の
例
を
具
体
的
に
見
る
と
、
求
婚
の
主
体

は
男
性
個
人
で
、
女
性
の
家
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
き
、
戸
口
で
歌
を
歌
っ
て

意
中
を
表
明
し
た
り
、
ま
た
は
歌
垣
で
歌
を
以
っ
て
相
手
に
意
中
を
伝
え
る

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
女
性
を
求
め
る
点
で
は
、「
聘
」（
娉
）
の
意
に
通
じ
て

お
り
、
ま
た
相
手
と
男
女
関
係
を
結
ぶ
点
で
は
「
結
婚
」
の
意
に
通
じ
て
い

る
21

。「
よ
ば
ひ
」
と
い
う
語
の
持
つ
求
婚
と
結
婚
の
両
義
性
が
、
漢
型
の

婚
姻
語
彙
の
選
定
に
も
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

四
「
つ
ま
ど
ふ
・
つ
ま
ど
ひ
」

　
「
つ
ま
ど
ふ
」
お
よ
び
そ
の
名
詞
形
の
「
つ
ま
ど
ひ
」
は
、
日
本
上
代
の

婚
姻
語
彙
の
中
で
も
重
要
で
、
高
群
逸
枝
が
上
代
の
婚
姻
形
態
を
「
妻
問

婚
」
と
命
名
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
語
の
字
音
表
記
に
は
「
都
麻
杼
比
」

（『
古
事
記
』）、「
都
麻
度
比
」（『
万
葉
集
』）
が
あ
り
、
表
意
表
記
に
は
「
妻

問
」、「
嬬
問
」「
孋
言
」（『
万
葉
集
』）
な
ど
が
あ
る
。
後
者
は
日
本
語
の
発

音
に
基
づ
い
て
合
成
さ
れ
た
和
製
漢
語
で
、
中
国
語
に
な
い
概
念
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
つ
ま
ど
ひ
」
と
「
よ
ば
ひ
」
の
相
違
に
関
す
る
議
論
が
多
く
な

さ
れ
て
き
た
が
、
総
じ
て
い
え
ば
、「
よ
ば
ひ
」
と
「
つ
ま
ど
ひ
」
が
ほ
ぼ

同
意
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
、「
よ
ば
ひ
」
は
求
婚
で
、「
つ
ま
ど
ひ
」
は
結

婚
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
に
分
か
れ
て
い
る
22

。
筆
者
は
、
両
語
そ
の
も
の

は
、
必
ず
し
も
求
婚
、
結
婚
で
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
共
通
の
部

分
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
語
義
を
持
つ
も
の
だ
と
考
え
る
。�

「
よ
ば
ひ
」
は
「
呼
ぶ
」
と
い
う
発
声
行
為
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
相

手
は
限
定
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
つ
ま
ど
ひ
」
は
「
つ
ま
」
を
冠
し
た
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言
葉
な
の
で
、
限
定
的
で
あ
る
。「
つ
ま
」
は
「
汝
こ
そ
は　

男
に
い
ま
せ

ば　

う
ち
廻
る　

島
の
崎
　々

掻
き
廻
る　

磯
の
崎
落
ち
ず　

若
草
の
都つ

ま麻 
持
た
せ
ら
め　

我
は
も
よ　

女
に
し
あ
れ
ば　

汝
を
除
て　

夫
は
無
し　

汝

を
除
て 
都つ

ま麻
は
無
し
」（『
古
事
記
』
大
国
主
神
）
と
あ
る
よ
う
に
、
男
性

の
異
性
相
手
と
女
性
の
異
性
相
手
の
両
方
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
男
女
一
対

の
関
係
を
意
識
し
た
言
葉
で
あ
る
。
八
千
矛
神
が
、
高
志
国
之
沼
河
比
売
に

求
婚
に
い
っ
た
時
に
、「
よ
ば
ひ
」、「
か
よ
ひ
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
る

が
、「
つ
ま
ど
ひ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。「
つ
ま
」
は
一
般
的
に
い
え

ば
、
男
女
関
係
が
結
ば
れ
た
間
柄
を
指
す
言
葉
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
求
婚
す

る
相
手
の
女
性
を
「
つ
ま
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
先
に
み
た
、『
古
事
記
』

清
寧
記
の
妻
争
い
の
場
面
で
は
、
袁
祁
命
は
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
大
魚
を

「
つ
ま
」
と
呼
ん
で
、
女
性
に
対
す
る
占
有
権
は
我
が
方
に
あ
る
と
強
調
す

る
場
面
を
想
起
す
れ
ば
了
解
さ
れ
よ
う
。
要
す
る
に
、
婚
姻
語
彙
と
し
て
の

「
つ
ま
ど
ひ
」
は
、「
つ
ま
」
と
認
識
し
て
い
る
女
性
の
意
向
を
尋
ね
る
、
と

い
う
の
が
も
っ
と
も
素
直
な
説
明
で
は
な
い
か
。「
つ
ま
ど
ひ
」
の
「
つ
ま
」

に
漢
字
の
「
妻
」、「
嬬
」、「
孋
」
が
宛
て
ら
れ
た
の
は
、「
と
ふ
」
相
手
は

女
性
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
古
代
日
本
の
訪
婚
で
は
、
男
性
が
女
性
を
訪
問
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
所
謂
「
妻
訪
婚
」
で
あ
る
。「
妻
」
は
『
説
文
解�

字
』
で
は
「
婦
与
己
齊
者
也
」、「
嬬
」
は
「
弱
、
一
曰
、
下
妻
也
」
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
の
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
い
て
も
「
嬬
」
を
「
妾
名
、
劣
、
弱
」

と
説
文
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、『
万
葉
集
』
の
用
例
を
見
る
と
、「
つ
ま
」
の

意
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
「
孺
人
」
の
意
味
と
し
て
「
嬬
」
が
用
い
ら
れ
た

と
考
え
た
ほ
う
が
納
得
が
い
く
。『
礼
記　

曲
礼
』
に
「
天
子
之
妃
曰
后
、

諸
侯
曰
夫
人
、
大
夫
曰
孺
人
」
と
あ
り
、
大
夫
の
妻
は
「
孺
人
」
と
い
う
言

葉
に
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
「
大
夫
」
が
「
ま
す
ら
を
」
を
意
味

す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
「
つ
ま
」
に
「
孺
人
」
の
「
孺
」
の

字
を
用
い
る
蓋
然
性
が
高
い
。「
孺
」
は
「
嬬
」
に
変
え
た
の
は
、
恐
ら
く

女
性
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
女
性
を
指
す
は
ず
の
「
嬬
」
は

男
性
を
指
す
用
例
も
見
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
に

　
　

�

草く
さ
ま
く
ら枕　

覊た
び
の
や
ど
り
に

宿
尓　

誰た
が
つ
ま
か

嬬
可　

国く
に
わ
す
れ
た
る

忘
有　

家い
え
ま
た
ま
く
に

待
真
国�

（
四
二
六
）

こ
れ
は
柿
本
朝
臣
人
麿
が
香
具
山
に
屍か
ば
ね

を
見
て
作
っ
た
挽
歌
で
あ
る
。
旅

先
の
こ
の
香
具
山
に
横
た
わ
っ
て
国
を
忘
れ
て
い
る
の
は
誰
の
夫
で
あ
ろ

う
。
家
族
が
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
に
、
と
い
う
意
の
歌
で
あ
る
が
、「
嬬
」

は
男
性
を
指
し
て
い
る
。
恐
ら
く
「
つ
ま
ど
ひ
」
の
語
に
宛
て
ら
れ
た
漢
字

に
つ
ら
れ
て
、
単
独
で
使
う
時
に
も
「
嬬
」
を
用
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
、

漢
字
と
和
訓
の
意
味
上
の
ズ
レ
で
あ
る
。「
孋
」
は
「
麗
」
に
通
じ
、
美
し

い
と
い
う
語
義
を
持
つ
語
で
あ
る
が
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
、
木
村
正
辞

は
『
後
漢
書
』
曹
皇
后
紀
「
祁
祁
皇
孋
」
の
李
賢
注
「
孋
亦
儷
也
」
を
挙
げ

て
い
る
23

。
小
島
憲
之
に
よ
れ
ば
、「
孋
」（
う
る
わ
し
）
の
文
字
と
「
儷
」

（
偶
・
匹
）
の
訓
詁
に
よ
っ
て
「
つ
ま
」
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
24

。『
万

葉
集
』
の
用
字
法
に
は
、
女
へ
ん
を
つ
け
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。「
聘
」
は�

「
娉
」
に
、「
孺
」
は
「
嬬
」
に
、「
儷
」
は
「
孋
」
に
変
え
ら
れ
た
の
は
そ



（13）

古代日本の婚姻習俗と漢字表記（１）

の
好
例
で
あ
る
。

　

一
方
、「
妻
・
嬬
・
孋
」
の
後
に
附
く
漢
字
は
「
言
・
問
」
で
あ
る
。「
問
」

は
『
説
文
解
字
』、『
玉
篇
』
や
『
広
韻
』
で
は
、「
訊
也
」
と
し
て
「
問
」

と
「
訊
」
を
互
訓
し
て
お
り
、『
爾
雅
』
で
は
「
聘
、
問
也
」
と
し
て
、「
聘
」�

と
互
訓
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
問
」
の
基
本
的
意
味
は
、
相
手
に
聞
く
、

相
手
の
状
況
を
尋
ね
る
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
日
本
の
『
類
聚
名
義
抄
』
で

は
「
ト
フ　

オ
ク
ル　

ト
フ
ラ
フ
」
と
み
え
る
。
一
方
、「
言
」
は
『
玉
篇
』

で
は
、「
言
」
は
「
言
辞
也
、
問
也
我
也
」
と
あ
り
、「
問
」
と
「
言
」
を
互

訓
し
て
い
る
。「
よ
ば
ひ
」
は
「
よ
ぶ
」
を
語
源
と
し
て
い
る
の
で
、
発
声

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
先
述
し
た
が
、「
と
ふ
」
は
相
手
の
意
向
を
伺

う
意
の
語
で
あ
る
。
異
性
に
求
愛
し
、
そ
の
意
向
を
伺
う
、
と
い
う
の
が
恐

ら
く
最
も
基
本
的
な
意
味
で
は
な
い
か
。
歌
垣
な
ど
で
自
分
と
一
対
を
な
す

異
性
に
贈
る
も
の
だ
か
ら
「
つ
ま
ど
ひ
の
も
の
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
男
性

が
女
性
の
も
と
へ
訪
れ
る
と
い
う
意
味
は
む
し
ろ
派
生
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
つ
ま
ど
ひ
」
の
用
例
を
見
る
と
、
主
に
以
下
三
つ
の
用
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

イ　

動
物
が
異
性
を
呼
ぶ
呼
び
声

　

①�

…
あ
し
ひ
き
の　

山
鳥
こ
そ
ば　

峯
向
ひ
に　

嬬
問
す
と
い
へ　

現
世

の 

人
な
る
わ
れ
や　

何
す
と
か　

一
日
一
夜
も　

離
り
居
て　

嘆
き

恋
ふ
ら
む
…�

（
一
六
二
九
・
大
伴
家
持
）

　

②
奥
山
に
住
む
と
ふ
鹿
の
初
夜
さ
ら
ず
妻
問
ふ
萩
の
散
ら
ま
く
惜
し
も

�

（
二
〇
九
八
）

　

③
秋
萩
の
咲
き
た
る
野
辺
は
さ
男
鹿
そ
露
を
分
け
つ
つ
嬬
問
し
け
る

　

�

（
二
一
五
三
）

　

ロ　

処
女
塚
伝
説

　

④�

古
に　

在
り
け
む
人
の　

倭
文
幡
の　

帯
解
き
か
へ
て　

伏
屋
立
て 

妻
問
し
け
む　

葛
飾
の　

真
間
の
手
児
名
が　

奥
つ
城
を　

こ
こ
と
は

聞
け
ど
…�

（
四
三
一
・
山
部
赤
人
）

　

⑤�

古
の　

ま
す
ら
壮
士
の　

相
競
ひ　

妻
問
し
け
む　

葦
屋
の　

菟
原
処

女
の　

奥
津
城
を　

わ
が
立
ち
見
れ
ば
…

�

（
一
八
〇
一
・
田
辺
福
麿
）

　

⑥
古
の
小
竹
田
壮
士
の
妻
問
ひ
し
菟
原
処
女
の
奥
津
城
ぞ
こ
れ

�

（
一
八
〇
二
・
同
右
）

　

⑦�

古
に　

あ
り
け
る
わ
ざ
の　

奇
ば
し
き　

事
と
言
ひ
継
ぐ　

血
沼
壮
士 

菟
原
壮
士
の　

う
つ
せ
み
の　

名
を
争
ふ
と　

た
ま
き
は
る　

命
も
捨

て
て　

相
共
に　

嬬
問
し
け
る　

少
女
ら
が　

聞
け
ば
悲
し
さ
…

�

（
四
二
一
一
・
大
伴
家
持
）

　

ハ　

七
夕
、
竹
取
の
翁
な
ど
の
伝
説

　

⑧
天
の
河
い
向
ひ
立
ち
て
恋
ふ
ら
む
に
言
だ
に
告
げ
む
孋
言
ふ
ま
で
は

�

（
二
〇
一
一
）

　

⑨
高
麗
錦
紐
解
き
交
し
天
人
の
妻
問
ふ
夕
ぞ
わ
れ
も
偲
は
む

�

（
二
〇
九
〇
）

　

⑩
安
の
河
こ
向
ひ
立
ち
て
年
の
恋
日
長
き
子
ら
が
都つ

ま

ど

い

麻
度
比
の
夜
そ
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�

（
四
一
二
七
・
大
伴
家
持
）

　

⑪
昔
老
翁
あ
り
き
。
号
を
竹
取
の
翁
と
曰
ひ
き
。

　
　

�
…
日
曝
の　

麻
紵
を 

信
巾
裳
な
す　

愛
し
き
に
取
り
し
き　

屋
に
経

る　

稲
置
丁
女
が　

妻
問
ふ
と　

わ
れ
に
遣
せ
し　

を
ち
か
た
の　

二

綾
下
沓　

…�

（
三
七
九
一
）

イ
群
は
山
鳥
、
鹿
な
ど
の
動
物
の
異
性
を
呼
ぶ
鳴
き
声
を
詠
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
作
者
未
詳
の
歌
が
多
い
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
詠
ま
れ
る
一

類
型
と
推
測
さ
れ
る
。
雌
雄
一
対
の
鳥
獣
が
異
性
を
も
と
め
る
鳴
き
声

を
「
つ
ま
ど
ひ
」
と
比
喩
的
詠
む
歌
で
あ
る
。
ロ
群
の
処
女
塚
伝
説
は
古

く
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
伝
説
の
一
つ
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に

は
い
く
つ
か
の
類
話
が
見
ら
れ
、
④
真
間
の
手
児
名
、
⑤
と
⑥
の
菟
原
処

女
は
そ
の
伝
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
達
で
あ
り
、
複
数
の
男
性
に
求
め
ら
れ
て

自
ら
命
を
絶
っ
た
悲
話
で
あ
る
。
④
に
挙
げ
ら
れ
た
真
間
の
手
児
名
の
場

合
は
、
土
屋
文
明
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
求
婚
で
は
な
く
、
結
婚
し
て
い

る
状
態
を
指
す
25

。
た
し
か
に
「
帯
解
き
か
へ
て　

伏
屋
立
て　

妻
問
し

け
む
」
と
あ
る
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
男
性
が
通
っ
て
い
る
状
態
と
理
解

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑤
、
⑥
は
菟
原
処
女
の
話
で
、
二
人
の
男
に

求
め
ら
れ
る
と
い
う
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
る
「
妻
問
」
で
あ
る
。「
つ

ま
」
と
い
う
言
葉
は
限
定
的
に
相
手
と
な
る
女
性
を
指
す
も
の
だ
と
考
え

る
と
、
関
口
裕
子
、
栗
原
弘
ら
が
指
摘
し
た
26

よ
う
に
、
二
人
の
男
性
が

す
で
に
通
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、『
古
事
記
』
の

妻
争
い
の
歌
掛
け
に
も
自
分
の
「
つ
ま
」
と
強
調
し
て
競
う
こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
処
女
塚
伝
説
歌
の
多
く
は
万
葉
第
四
期
の
作
者
の
詠
作�

で
、
過
去
に
対
す
る
回
想
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
伝
説
で

あ
る
と
い
う
点
で
は
ハ
群
と
同
じ
で
あ
る
。
ハ
群
は
七
夕
、
竹
取
の
翁
な
ど

の
伝
説
の
歌
で
あ
る
。
⑧
～
⑩
の
三
首
に
お
い
て
、
天
の
河
を
渡
っ
て
妻
を

尋
ね
る
こ
と
が
「
妻
問
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
つ
ま
」
の
許
へ
行
く
意
に

用
い
ら
れ
た
用
例
で
あ
る
。
⑪
の
竹
取
の
翁
の
歌
の
中
に
出
て
く
る
「
妻

問
」
は
、
少
々
難
解
で
あ
る
が
、
稲
置
丁
女
が
竹
取
に
渡
し
た
「
二
綾
下
沓
」

は
、
通
っ
て
く
る
竹
取
に
対
す
る
贈
物
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
も
若
い
時

の
回
想
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
編
纂
時
に
お
い
て
、「
つ
ま
ど

ひ
」
と
い
う
言
葉
は
動
物
の
、
相
手
を
求
め
る
鳴
き
声
の
ほ
か
、
乙
女
塚
や

七
夕
の
よ
う
な
伝
説
及
び
竹
取
の
翁
の
歌
の
よ
う
な
往
昔
の
回
想
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
ま
い
。
実
在
し
た
人
物
の
求
婚
ま
た
訪
問
行
為

を
表
す
に
は
基
本
的
に
用
い
ら
れ
な
い
27

。
実
在
す
る
人
物
の
求
婚
や
訪
問

は
漢
字
の
「
娉
」
や
、「
結
婚
」
な
ど
と
い
っ
た
中
国
の
婚
姻
語
彙
が
宛
て

ら
れ
て
い
る
。
万
葉
時
代
、
少
な
く
と
も
『
万
葉
集
』
の
編
者
に
は
、「
妻�

問
」・「
嬬
問
」・「
孋
言
」
な
ど
の
合
成
語
と
漢
字
の
「
娉
」
や
「
結
婚
」
な

ど
の
漢
語
系
の
婚
姻
語
彙
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
看
取
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
和
型
の
「
つ
ま
ど
ひ
」
は
、
往
昔
を
意
味
回
想
、
伝
説
に
用
い
ら

れ
、
漢
型
の
「
娉
」
や
「
結
婚
」
は
、
現
在
を
意
味
す
る
実
在
し
た
人
物
達

の
求
婚
乃
至
結
婚
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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五　
「
か
よ
ふ
」「
か
よ
ひ
」

　
「
か
よ
ふ
」
と
そ
の
名
詞
形
の
「
か
よ
ひ
」
は
、
古
代
日
本
の
婚
姻
語
彙

の
中
に
お
い
て
も
、
最
も
長
く
、
広
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
字
音
表

記
と
し
て
「
迦か

よ

は

せ

用
婆
勢
」（『
古
事
記
』）、「
可か

よ

は

む

欲
波
牟
」、「
可か

ゆ

は

む

由
波
牟
」（
万

葉
集
）
が
あ
り
、
表
意
文
字
と
し
て
「
通
」
が
最
も
多
く
、「
往
来
」
も
数

例
あ
る
。「
妻
問
・
嬬
問
・
孋
言
」
な
ど
の
和
製
合
成
語
と
異
な
り
、「
通
」、

「
往
来
」
は
中
国
語
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
た
だ
、「
通
」
も
「
相
聞
」
と
同

様
に
中
国
語
に
お
い
て
は
結
婚
語
彙
で
は
な
い
。『
周
易
』（
王
弼
注
）
に

「
往
來
不
窮
謂
之
通
」（
周
易
繫
辭
上
第
七
）
と
み
え
、
継
続
し
た
「
往
来
」

の
状
態
は
「
通
」
で
あ
る
、
と
い
う
。『
周
易
』
で
言
う
「
往
来
」
と
「
通
」

は
、
双
方
に
よ
る
交
流
の
状
態
を
言
う
が
、
日
本
語
の
婚
姻
語
彙
と
し
て

の
「
か
よ
ひ
」
は
、
男
性
に
よ
る
空
間
的
往
復
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

「
通
」、「
往
来
」
が
「
か
よ
い
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
こ
れ
ら
の
語
の
持
つ
「
空
間
往
復
」
の
意
味
に
あ
る
。『
万
葉�

集
』
の
用
例
を
見
て
み
る
。

　

①�

か
く
の
み
し
恋
ひ
ば
死
ぬ
べ
み
た
ら
ち
ね
の
母
に
も
告
げ
つ
止や

ま
ず
通

は
せ�

（
二
五
七
〇
）

　

②�

多た
ゆ
ひ
が
た

由
比
潟
潮
満
ち
わ
た
る
い
づ
ゆ
か
も
愛
し
き
背せ

ろ
が
吾
が
り
欲か

よ
は
む

波
牟

�

（
三
五
四
九
）

　

③
大お
ほ
の
ぢ

野
路
は
繁
道
森
道
繁
く
と
も
君
し
通
は
ば
道
は
広
け
む

�

（
三
八
八
一
）

①
は
、
こ
ん
な
に
も
恋
い
焦
が
れ
る
と
き
っ
と
死
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か

ら
、
母
に
も
あ
な
た
の
こ
と
を
う
ち
あ
け
た
。
い
つ
で
も
通
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
、
と
男
の
絶
え
る
こ
と
な
く
通
っ
て
く
る
こ
と
を
促
す
。
②
は
、
多

由
比
潟
に
潮
が
満
ち
て
い
る
。
恋
し
い
あ
の
人
は
ど
こ
を
通
っ
て
私
の
と
こ

ろ
へ
く
る
か
し
ら
、
と
相
手
の
道
中
の
こ
と
を
案
じ
な
が
ら
待
っ
て
い
る
女

心
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
③
は
、
大
野
路
の
道
は
草
木
が
茂
っ
て
歩
き
に

く
い
道
で
も
、
あ
な
た
が
通
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
道
は
き
っ
と
広
く
な
る
で

あ
ろ
う
、
と
詠
ん
で
、
同
じ
く
男
が
常
に
通
っ
て
く
る
こ
と
を
促
す
歌
で
あ

る
。『
万
葉
集
』
に
は
男
の
通
い
の
道
中
の
事
情
を
案
じ
る
女
歌
が
多
く
、

空
間
移
動
を
伴
う
訪
婚
社
会
な
ら
で
は
の
感
覚
と
い
え
よ
う
。

　

④
春
日
野
の
山
辺
の
道
を
恐お

そ
り

な
く
通
ひ
し
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も

�

（
五
一
八
・
石
川
郎
女
）

　

⑤
常つ

ね
や止

ま
ず
通
ひ
し
君
が
使
来
ず
今
は
逢
は
じ
と
た
ゆ
た
ひ
ぬ
ら
し

�

（
五
四
二
・
高
田
女
王
）

　

⑥�

人
の
親
の
少を
と
め
ご

女
児
据す

ゑ
て
茂も

る
山
辺
か
ら
朝
な
朝
な
通
ひ
し
君
が
来
ね

ば
か
な
し
も�

（
二
三
六
〇
・
柿
本
人
麿
）

　

か
つ
て
頻
繁
に
通
っ
て
き
た
相
手
も
こ
の
頃
姿
を
見
せ
て
く
れ
な
い
。

そ
の
時
、
女
性
は
歌
で
相
手
の
気
持
を
確
か
め
る
。「
恐
な
く
通
ひ
し
君
」�

（
④
）、「
常つ

ね
や止

ま
ず
通
ひ
し
君
」（
⑤
）、「
朝
な
朝
な
通
ひ
し
君
」（
⑥
）
と

ま
ず
男
性
が
か
つ
て
頻
繁
に
通
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、
通
い
が
途

絶
え
た
今
と
対
比
さ
せ
、
男
の
変
心
を
咎
め
、
自
分
の
不
安
を
詠
む
類
型
と
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な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑦
水み
な
そ
こ底
に
生
ふ
る
玉
藻
の
生
ひ
出
で
ず
よ
し
こ
の
こ
ろ
は
斯
く
て
通
は
む

�

（
二
七
七
八
）

　

⑧�

…
新あ
ら
た

夜よ

の　

さ
き
く
通
は
む　

事こ
と
は
か
り計　

夢
に
見
せ
こ
そ　

劒つ
る
ぎ
た
ち刀 

斎い
は

ひ
祭ま
つ

れ
る　

神
に
し
坐ま

せ
ば
…�

（
三
二
二
七
）

　

⑨
足
の
音
せ
ず
行
か
む
齣
も
が
葛
飾
の
真
間
の
継
ぎ
橋
止
ま
ず
可か

よ

は

む

欲
波
牟

�

（
三
三
八
七
）

⑦
～
⑨
の
三
首
と
も
男
の
歌
で
あ
る
。
⑦
は
、
水
底
に
生
え
る
玉
藻
が
水
の

上
に
は
伸
び
な
い
よ
う
に
表
面
に
は
出
ず
、
当
分
は
、
人
目
に
つ
か
な
い

で
、
こ
の
ま
ま
人
目
を
忍
ん
で
女
の
許
へ
通
う
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
意
の

歌
で
、
⑧
は
長
歌
で
、
毎
晩
毎
晩
新
た
に
元
気
で
通
う
た
め
の
計
ら
い
を
神

に
祈
る
も
の
で
あ
る
。
⑨
は
足
音
せ
ず
に
行
く
駒
が
ほ
し
い
、
葛
飾
の
真
間

の
継
橋
を
い
つ
も
女
の
も
と
に
通
い
た
い
、
と
い
う
。
男
歌
に
は
人
目
を
気

に
し
な
が
ら
も
「
か
よ
は
む
」
と
詠
む
も
の
が
多
い
。
い
つ
ま
で
も
愛
す
る

女
性
の
許
へ
通
お
う
と
い
う
男
性
の
誓
い
の
気
持
を
詠
む
一
つ
の
類
型
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
か
よ
ふ
」
と
い
う
動
詞
の
み
な
ら
ず
、
空
間
移
動
を
表
す�

「
く
る
」「
ゆ
く
」
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
の
時
代
で
は
、

絶
え
ず
通
う
こ
と
は
男
女
関
係
の
理
想
形
で
あ
っ
て
、
一
緒
に
住
も
う
と
い

う
発
想
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
和
歌
集
や
歌
物
語
に
な
る

と
、
詞
書
に
お
け
る
「
か
よ
ひ
」
が
「
す
み
」
な
ど
の
、
同
居
を
示
唆
す
る

言
葉
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
、
婚
姻
関
係
の
一
段
階
を
表
す
語
に
変
っ
た
こ

と
が
見
逃
せ
な
い
。

　
　

�

あ
る
人
、
こ
の
哥
は
む
か
し
大
和
の
国
な
り
け
る
人
の
女
に
、
あ
る
人

住
み
わ
た
り
け
り
。
こ
の
女
親
も
な
く
な
り
て
、
家
も
悪
く
な
り
行
く

あ
ひ
だ
に
、
こ
の
男
河
内
の
国
に
人
を
あ
ひ
し
り
て
か
よ
ひ
つ
ゝ
、
か

れ
や
う
に
の
み
な
り
ゆ
き
け
り
。�

 

（『
古
今
集
』
九
九
四
番
歌
詞
書
）

　
「
住
み
わ
た
る
」
と
は
、
男
性
の
訪
婚
が
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を

言
う
か
、
妻
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
言
う
表
現
で
あ
る
。
当
該
歌
の
詞

書
に
は
、「
か
よ
ひ
」
と
「
す
み
」
の
両
語
が
用
い
ら
れ
、
も
と
の
妻
の
許

は
「
住
み
わ
た
り
け
り
」
と
い
い
、
新
し
い
妻
の
許
は
「
か
よ
ひ
つ
つ
」
と

表
現
し
て
い
る
。
比
較
的
に
安
定
し
た
関
係
を
表
す
「
住
み
」
は
、
未
だ
容

易
に
離
れ
る
こ
と
は
右
の
例
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
が
、
往
復
を
表
す
「
か
よ

ひ
」
よ
り
、
定
着
の
語
感
の
強
い
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
両
語
の
差
異
は
、
訪

婚
の
状
態
の
変
化
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
で
は
、
男
女
二

人
の
贈
答
の
歌
群
が
あ
る
が
、
通
っ
て
い
る
う
ち
に
次
第
に
住
み
着
く
よ
う

な
時
間
的
な
推
移
や
一
緒
に
住
も
う
と
す
る
歌
の
類
型
は
ま
だ
見
ら
れ
な

い
。

ま
と
め

　

婚
姻
語
彙
に
お
け
る
和
型
と
漢
型
の
交
渉
を
、「
う
た
が
き
（
か
が
ひ
）」、

「
相
聞
・
往
来
」、「
よ
ば
ひ
」、「
つ
ま
ど
ひ
」、「
か
よ
ひ
」
な
ど
の
語
を
通

し
て
考
察
し
て
き
た
。「
う
た
が
き
」
に
は
「
歌
垣
」、「
歌
場
」、「
嬥
歌
」
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の
三
つ
の
漢
字
表
記
が
あ
る
が
、
そ
の
使
い
分
け
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
っ

た
。「
歌
場
」
は
書
紀
独
自
の
表
記
で
、「
歌
垣
」
は
後
の
史
書
『
続
日
本

紀
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
民
間
の
「
う
た
が
き
」
の
漢
字
表
記

に
は
、
中
国
の
地
方
風
俗
を
意
味
す
る
「
嬥
歌
」
が
採
用
さ
れ
た
。「
歌
垣
」

は
「
歌
」
と
「
垣
」
の
合
成
語
で
、
中
国
語
に
な
い
言
葉
で
あ
る
。
一
方
、

「
嬥
歌
」
は
漢
籍
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
が
、「
土
人
の
歌
舞
」
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
同
じ
「
う
た
が
き
」
も
王
権
、
宮
廷
に
か
か
わ
る
事
柄
を
「
歌�

垣
」、
民
間
で
行
わ
れ
る
も
の
を
「
嬥
歌
」
と
使
い
分
け
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

　
「
相
聞
」
は
六
朝
時
代
の
文
献
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
至
近
距
離
に
い
る
相
手
の
意
と
、
空
間
的
に
離
れ
た
者
同
士
の

交
信
を
表
す
語
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
万
葉
集
』
の
恋
歌
を
総
べ
る
部
立
名
に

選
定
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
訪
婚
と
い
う
婚
姻
形
態
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
男
女
が
別
別
に
住
む
訪
婚
社
会
で
は
、
男
女
間
の
消
息
の
往
来
や
男
性

の
空
間
移
動
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
よ
ば
ひ
」
は
「
よ
ぶ
」
を
語
源
と
す
る
言
葉
で
、
声
を
出
し
て
相
手
を

呼
ぶ
こ
と
が
原
義
で
あ
る
が
、
婚
姻
語
彙
の
「
よ
ば
ひ
」
は
歌
や
音
楽
を
出

し
て
異
性
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
つ
ま
ど
ひ
」
は
、「
つ
ま
」
と

認
識
し
て
い
る
異
性
の
意
向
を
伺
う
、
求
愛
を
す
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で

あ
る
が
、
訪
婚
社
会
で
は
、
女
性
の
も
と
へ
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
の
で
、「
つ
ま
ど
ひ
」
は
次
第
に
妻
を
訪
問
す
る
意
味
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
つ
ま
ど
ひ
」
の
漢
字
表
記
「
妻
問
」、「
嬬
問
」、「
孋
言
」

は
漢
字
の
一
字
の
意
味
を
合
成
し
た
言
葉
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
漢

籍
に
そ
れ
相
当
な
表
現
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
論
文
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
字
音
表
記
語
、
合
成
語
、
さ
ら
に

漢
型
一
般
語
彙
か
ら
転
用
さ
れ
た
転
用
語
の
三
種
類
の
語
彙
は
中
国
語
の
発

音
も
し
く
は
部
分
的
意
味
を
利
用
し
た
も
の
の
、
中
国
語
に
な
い
日
本
的

概
念
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
日
本
の
婚
姻
語
彙
の
特
徴
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
よ
ば
ひ
」「
と
ひ
」
な
ど
の
和
型
、「
相
聞
」、「
妻

問
」、「
嬬
問
」、「
孋
言
」
な
ど
の
漢
字
表
記
に
は
口
頭
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
男
女
の
直
接
交
渉
を
示
唆
す
る
言
葉
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
、�

「
通
」、「
往
来
」、「
往
還
」
な
ど
の
空
間
移
動
を
表
す
も
の
が
多
い
こ
と
を

特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1	

本
稿
で
言
う
婚
姻
語
彙
と
は
、
求
婚
（
求
愛
）
か
ら
成
婚
、
さ
ら
に
婚
後
に
関
す

る
一
連
の
用
語
を
指
す
。
な
お
、「
相
聞
」、「
嬥
歌
」
な
ど
の
語
は
、
厳
密
に
言
え
ば

婚
姻
語
彙
で
は
な
い
が
、
古
代
日
本
の
婚
姻
習
俗
と
密
接
に
関
わ
る
語
な
の
で
、
考

察
範
囲
に
入
れ
る
。

2	

柳
田
國
男
・
大
間
知
篤
三
『
婚
姻
習
俗
語
彙
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
）

3	
高
群
逸
枝
『
招
婿
婚
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
五
三
年
）、
西
村
享
『
新
考
王
朝

恋
詩
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、一
九
九
四
年
）、栗
原
弘
『
万
葉
時
代
婚
姻
の
研
究
』（
刀

水
書
房
、
二
〇
一
二
）。
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4	

高
群
注
3
前
掲
書
二
三
三
頁

5	
栗
原
弘
注
3
前
掲
書
二
四
一
頁

6	
西
村
注
3
前
掲
書
。
西
村
が
用
い
た
「
恋
詞
」
は
、
著
書
の
内
容
か
ら
み
て
、
必

ず
し
も
恋
愛
と
婚
姻
を
区
別
し
て
い
な
い
の
で
、
恋
愛
、
婚
姻
に
関
す
る
語
彙
と
理

解
さ
れ
る
。

7	

こ
こ
で
言
う
「
和
語
型
」
と
は
、日
本
古
代
社
会
に
自
生
的
に
形
成
さ
れ
た
恋
愛
・

婚
姻
に
関
す
る
語
彙
で
あ
る
。
ま
た
、「
漢
語
型
」
と
は
、
漢
字
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た

恋
愛
・
婚
姻
語
彙
で
あ
る
。
論
文
の
中
で
は
、「
漢
型
」
と
「
和
型
」
と
略
称
す
る
。

8	

内
田
る
り
子
「
照
葉
樹
林
文
化
圏
に
お
け
る
歌
垣
と
歌
掛
け
」（『
文
学
』
一
九
八

四
年
十
二
月
）

9	

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
三
九
四
頁
、

四
九
六
頁
。

10	

「
不
落
家
」
と
は
、
結
婚
し
た
後
、
妻
が
直
ち
に
夫
方
居
住
を
開
始
す
る
の
で
は

な
く
、
一
定
期
間
年
に
数
回
（
夫
方
か
ら
の
要
請
、
祭
日
）
の
夫
方
訪
問
以
外
は
婚

前
と
同
様
に
実
家
に
お
い
て
労
働
を
続
け
な
が
ら
居
住
し
、
三
四
年
後
に
夫
方
居
住

を
開
始
す
る
結
婚
形
態
で
あ
る
。

11	

大
林
太
良
「
古
代
の
婚
姻
」（『
古
代
の
日
本
２　

風
俗
と
生
活
』
角
川
書
店
、
一

九
七
一
年
）
二
〇
六
～
二
〇
七
頁

12	

白
川
静
『
字
訓
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）「
か
き
」
の
項

13	

井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考　

巻
九
』（『
井
上
通
泰
上
代
関
係
著
作
集
』
三
（
秀
英

書
房
、
一
九
八
六
、
但
し
、
原
著
は
大
正
年
間
の
も
の
で
あ
る
）
一
九
八
〇
頁

14	

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

中
』（
塙
書
店
、
一
九
六
四
年
）
一

一
〇
九
頁

15	

『
老
子
道
徳
経
』。『
芸
文
類
聚
』
巻
十
一
帝
王
部
に
は
「
荘
子
曰
」
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
。
唐
太
宗
勅
撰
の
『
群
書
治
要
』
で
は
徳
経
の
小
国
寡
民
に
「
雞
狗
之

聲
相
聞
、
民
至
老
死
不
相
往
來
」
と
あ
り
、『
荘
子
』
に
も
「
雞
犬
之
音
相
聞
、
人
至

老
死
而
不
相
往
來
」
と
あ
る
。

16	

『
後
漢
書
』
隗か

い
ご
う囂

伝

17	

山
田
孝
雄
は
、
相
聞
歌
に
は
男
女
間
の
み
な
ら
ず
、
親
子
兄
弟
友
人
の
間
で
交
わ

さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
相
聞
は
「
往
復
存
問
の
歌
」（「
万
葉
集

考
叢
」
宝
文
館
、
一
九
五
五
年
）
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
伊
藤
博
は
、
親
族
朋
友

間
の
歌
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
歌
に
は
男
女
間
の
恋
歌
を
擬
し
て
詠
ま
れ
る
と
い

う
一
貫
と
し
た
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
聞
を
「
男
女
性
愛
の
歌
を
主
と
す
る
個

人
間
の
私
情
を
吐
露
し
た
歌
」（
伊
藤
博
『
万
葉
集
相
聞
の
世
界
』
塙
書
房
、
一
九
五

九
年
、
二
一
九
頁
）
と
し
た
。
さ
ら
に
鈴
木
日
出
男
は
相
聞
歌
を
「
実
際
に
は
男
女

間
で
詠
み
交
わ
さ
れ
る
恋
の
歌
」（『
古
代
和
歌
史
論
』、
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九

〇
年
、
一
八
六
頁
）
と
定
義
し
て
い
る
。

18	

折
口
信
夫
「
最
古
日
本
の
女
性
生
活
の
根
柢
」
一
九
二
四
年
。
但
し
、
筆
者
が
見

た
の
が
中
央
公
論
社
が
一
九
六
五
年
が
刊
行
し
た
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
巻
収
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

19	

『
中
国
歌
謡
集
成
雲
南
巻
』（
下
）、
新
華
書
店
、
一
一
九
四
～
一
一
九
五
頁
。
歌

の
日
本
語
訳
は
筆
者
が
試
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

20	

栗
原
注
3
前
掲
書
二
一
一
頁

21	

聘
（
娉
）、
結
婚
な
ど
の
中
国
語
の
婚
姻
語
彙
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
続
稿
で
詳

述
す
る
。

22	

「
よ
ば
ひ
」
と
「
つ
ま
ど
ひ
」
に
関
す
る
議
論
は
、
注
3
栗
原
弘
の
著
書
に
詳
細

な
紹
介
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

23	
木
村
正
辞
『
万
葉
集
文
字
辨
証
』
上
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
社
、
一
九
〇
四
年
）

五
十
三
頁
～
五
十
六
頁

24	

小
島
憲
之
注
14
前
掲
書
八
一
〇
頁
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25	

土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
三
―
二
七
五
頁

26	
関
口
裕
子
『
処
女
墓
伝
説
歌
考
』
一
八
八
︱
二
〇
二
頁
、
栗
原
注
3
前
掲
書
六
〇

五
―
六
〇
六
頁

27	

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、実
名
の
人
物
に
用
い
ら
れ
た
の
が
僅
少
で
、管
見
の
限
り
、

湯
原
王
の
歌
に
対
す
る
某
娘
子
の
返
歌
「
わ
が
背
子
が
形
見
の
衣
嬬
問
に
わ
が
身
は

離
け
じ
言
問
は
ず
と
も
」
の
一
首
の
み
で
あ
る
。


